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野村DC世界分散投資戦略ファンド 
愛称：DCグローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第４期（決算日2026年１月21日） 
 

作成対象期間（2025年１月22日～2026年１月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2022年８月17日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうこと
を基本とします。 

主な投資対象 
野村DC世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
野村DC世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村DC世界分散投資戦略ファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年８月17日 10,000 － － － － － － － 1 

１期(2023年１月23日) 9,073 0 △ 9.3 － 19.0 44.2 13.9 13.0 15 

２期(2024年１月22日) 9,043 0 △ 0.3 － 30.2 43.5 9.8 12.1 8 

３期(2025年１月21日) 9,338 0 3.3 － 42.9 56.5 △15.3 11.8 8 

４期(2026年１月21日) 10,331 5 10.7 － 45.3 48.3 △11.2 10.2 12 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークなどはありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2025年１月21日 9,338 － － 42.9 56.5 △15.3 11.8 

１月末 9,462 1.3 － 44.3 45.2 △ 6.7 12.0 

２月末 9,355 0.2 － 40.7 47.9 △ 6.4 10.1 

３月末 9,150 △ 2.0 － 39.5 51.3 △ 6.2 9.9 

４月末 9,113 △ 2.4 － 36.5 49.3 △ 0.0 11.0 

５月末 9,340 0.0 － 37.4 48.5 △ 2.7 11.5 

６月末 9,543 2.2 － 37.6 52.0 △ 7.4 12.6 

７月末 9,690 3.8 － 40.0 52.0 △ 7.5 11.6 

８月末 9,854 5.5 － 39.8 52.2 △ 8.1 12.4 

９月末 10,102 8.2 － 42.7 50.0 △14.1 12.4 

10月末 10,314 10.5 － 41.4 51.4 △ 9.1 13.4 

11月末 10,309 10.4 － 43.6 46.6 △ 7.1 11.5 

12月末 10,323 10.5 － 45.3 51.9 △12.1 9.7 

(期  末)        

2026年１月21日 10,336 10.7 － 45.3 48.3 △11.2 10.2 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2025年１月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇）  

・外国債券への投資 

・新興国債券への投資 

・国内株式への投資 

・外国株式への投資 

・新興国株式への投資 

・オルタナティブ資産（リート・商品）への投資 

 

（下落）  

・国内債券投資への投資 

・通貨戦略 

・為替ヘッジコスト 

・信託報酬、売買手数料  
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○投資環境 
当作成期間において、日米独の株式市場は上昇しました。債券市場では、長期国債利回りが

日独では上昇（価格は下落）、米国では低下（価格は上昇）しました。為替市場では、多くの

通貨に対して円安となりました。 

 

当作成期初から４月にかけては、トランプ米政権による通商政策をめぐる世界景気懸念の高

まりなどを背景に株価は下落しました。特に、４月初旬に貿易相手国に対する相互関税の詳細

が発表された際には世界的に株価が下落、債券利回りは低下しました。ただし、そのような環

境下においてもドイツでは３月に政府が防衛支出やインフラ支出を大規模に拡大する方針を

示し、先々の財政赤字の拡大や景気浮揚に対する期待が高まったことなどから、株価と債券利

回りが上昇する動きが見られました。また、ユーロ圏域内の今後の景気浮揚が強く意識された

ことなどから、為替市場ではユーロが円に対して上昇しました。 

その後、米国が日本など一部の国・地域に相互関税上乗せ部分の90日間の一時停止を発表し

たことが好感されて株価、債券利回りともに反発しました。５月に入ると、米英の貿易協定合

意や、米中の追加関税引き下げ合意など、主要国間の関税交渉の進展を受けて株価、債券利回

りはともに上昇、為替市場では円が多くの通貨に対して下落するなど、市場では投資家のリス

ク取得意欲が高まる動きがみられました。６月には中東情勢の緊張が高まったことを受けて株

価が下落、債券利回りも低下するなど市場でリスク回避的な動きが強まる場面があったもの

の、イスラエルとイランの軍事紛争の停戦合意が発表され中東情勢への懸念が和らいだこと

や、FRB（米連邦準備制度理事会）による利下げ期待が高まったこと、相互関税の上乗せ部分

の猶予期間延長が示唆されたことなどが好感されて株価は昇しました。その後も、米国におけ

る利下げ期待の高まりを背景に株式市場は世界的に上昇しました。債券市場では米国において

長期国債利回りが低下した一方、欧州においてはECB（欧州中央銀行）の高官が今後の金融政

策について利上げに言及したことなどを背景に債券利回りが上昇しました。日本においては、

10月に日本で自民党の高市氏が首相に選出され、新政権による財政拡張的な経済政策への期待

が高まったことなどから株価や債券利回りは上昇、為替市場では円安が進行しました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
［当ファンド］ 

マザーファンドを、当作成期間を通じて高位に組み入れました。 

 

［マザーファンド］ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 

 

＜前半（2025年１月22日～2025年７月22日）＞ 

 

【株式】 

当作成期首時点で約54％としていた株式投資比率を、2025年４月にかけて段階的に引き下げ、

一時42％程度まで引き下げました。その後、再び投資比率を引き上げ、７月下旬時点では50％

としました。 

2025年２月に株式が他のリスク資産に対して相対的に堅調となることを想定した戦略を解

消したこと、また、４月にトランプ米大統領の通商政策に対する不確実性を背景に世界景気の

見通しを引き下げたことなどを背景に投資比率を引き下げました。その後、通商政策の不透明

感が続く中でも米企業の設備投資意欲が高いことや、消費が堅調さを維持したことから深刻な

リセッション（景気後退）の可能性は低いと判断し、投資比率を再度引き上げました。 

 

【債券】 

当作成期首時点で5.3年とした債券デュレーション※を、４月に６年程度まで長期化した後、

段階的に短期化して、７月下旬時点では5.1年としました。【株式】で述べた通り、４月に世界

景気の見通しを引き下げたことを受けてデュレーションを長期化した後、景気見通しを再度引

き上げたことに伴い、デュレーションも調整したためです。 

 
※ デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金利

変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、為替変動リスクを抑制するため、為替ヘッジ後の円貨比率を100％程度とす

ることを基本方針としています。当期間は内外金利差によるキャリー収益の獲得を目的に外貨

比率を当期間平均９％（円貨比率91％）程度としました。当作成期首時点では主に米ドルを買

い持ちとしましたが、２月以降は米ドルの比率を引き下げ、欧州通貨やメキシコ・ペソなどそ

の他地域の通貨の比率を引き上げました。 

 

【オルタナティブ】 

当期間、一時的に金や原油などの商品およびリートへの投資比率を３％弱まで引き上げまし

たが、７月下旬時点では１％強まで引き下げ、抑制的な投資姿勢としました。   
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＜後半（2025年７月23日～2026年１月21日）＞ 

 

【株式】 

当期間は一貫して株式に強気姿勢を維持して、株式比率を50％から55％程度と、通常約40％

とする当ファンドの株式比率に対して積極的な水準としました。世界景気は米国を中心に景気

は総じて堅調と評価するなかで、米国による関税率の引き上げを受けて物価は高止まりしてい

るものの実質賃金は上昇傾向にあることに加え、株価上昇による資産効果によって個人消費の

増加が期待されることや、生成AI関連の設備投資需要の強さが確認できることから株式市場が

堅調さを維持する可能性が高いと判断しました。 

 

【債券】 

当期間は債券のデュレーションを約５年で維持しつつ、長期年限中心の配分で債券利回りの

低下、長短金利差からの収益獲得を目指すポートフォリオとしました。先進国では利下げが進

む国が多く、賃金上昇率などは減速しており、関税要因を除けば物価は減速方向にあると判断

したためです。また、世界的に景気は底堅いと判断したため、相対的に利回りが高い新興国債

券やスペイン、イタリアなどの南欧国債も選好しました。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、為替変動リスクを抑制するため、為替ヘッジ後の円貨比率を100％程度とす

ることを基本方針としています。７月下旬から2026年１月中旬までは内外金利差による収益の

獲得を目的に10％程度（円貨比率90％程度）の外貨比率を維持しました。しかし、円安が進行

するなかで為替介入に関する当局からのコメントが相次いだことを警戒して、１月中旬以降は

外貨比率を段階的に引き下げました。当作成期末時点では外貨比率を約３％程度、円貨比率

100％弱の水準とし、為替変動の影響を極力抑制しました。 

 

【オルタナティブ】 

当期間、一時的に金や原油などの商品およびリートへの投資比率を３％弱まで引き上げまし

たが、当作成期末時点では１％程度まで引き下げ、抑制的な投資姿勢としました。 
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以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 
 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％） ・債券デュレーション（年） 
 

  

 

・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークなどはありません。 

 

 

◎分配金 

収益分配金は、当ファンドの分配方針に基づき、次表の通りとさせていただきました。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2025年１月22日～ 
2026年１月21日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.048％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,459   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［当ファンド］ 

マザーファンドを高位に組み入れます。 

 

［マザーファンド］ 

【投資環境見通し】 

足もとの世界景気は、警戒されていた米国の通商政策による悪影響は現状、軽微であり、全

体として堅調さを維持していると評価します。多くの先進国で予防的な利下げが進むなか、株

式・債券ともに堅調に推移し、リスク選好は総じて安定的です。とりわけAI関連企業を中心と

した企業業績の底堅さや設備投資の持続性が確認され、景気見通しには明るい材料が増えつつ

あります。欧米の利下げを背景に金融環境が徐々に緩和されるにつれ投資が喚起され、景気は

底堅く推移することが期待されます。一方で、株価バリュエーション（投資価値評価）が高水

準であることには留意が必要と考えるものの、欧米とも拡張的な財政政策に下支えされて、景

気が拡大することをメインシナリオとして維持します。 
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米国では、物価と労働市場の減速が同時並行で進行しており、家賃の伸び率鈍化、中古車価

格の先行指標である卸売価格の上昇率の減速、落ち着きを取り戻した賃金上昇率がインフレ率

の減速を示唆しています。労働市場は新規採用・解雇がともに低水準となり雇用の流動性が低

下、労働需給の過熱感は和らいでいます。こうした環境が続く限り、米国は2026年に政策金利

を段階的に3.0％程度まで引き下げられることを見込んでいます。利下げは株式のバリュエー

ションにとって追い風となり、株価は底堅く推移すると考えます。 

金融政策面では、多くの先進国が金融緩和を進めた結果、一部地域は中立金利水準に達した

とみられます。他方、米国は他の先進国に比して利下げ余地が残り、追加緩和に前向きなスタ

ンスが見込まれる次期FRB議長の下で緩やかな利下げが続く可能性が高いと考えます。債券価

格については利下げが支援材料となる一方で、既に、利下げの織り込みが進んでいるため価格

変動は比較的小幅にとどまる展開を想定します。日本では、堅調な賃金上昇と円安が継続する

なか、日銀は追加利上げの可能性を否定しない姿勢をとり続けると想定します。為替市場では

ドル安方向に振れやすく、高金利通貨が相対的に堅調となる局面を見込みます。 

 

以上を踏まえて、投資姿勢は、株式と債券をバランスよく保有し、分散効果を享受しながら

リターン獲得を目指します。 

 

資産別の投資方針は下記の通りです。 

●株式 

引き続き前向きな投資姿勢を維持します。今後の株式市場について、米国を中心とした先進

国経済が堅調さを保ち、各国中央銀行による段階的な利下げが株価の下支え要因となることを

見込むからです。また、関税率引き上げの悪影響が徐々に薄れていくことを想定することに加

えて、米国の所得減税など拡張的な財政政策が家計所得を押し上げて消費に恩恵をもたらすと

考えます。米国の中間選挙を控える局面では、株価を支える政策が打ち出されやすい環境とな

ることにも配慮します。 

一方で、リスクとして、生成AIの収益化が想定通り進まず投資が鈍化する可能性や、AI需要

に対する評価の過熱が意識される局面には注意が必要だと考えます。ただし、現時点では、主

要企業の生成AI投資にはキャッシュフローの裏付けがあり、投資規模もGDP（国内総生産）比

で過度ではないと評価しています。また、FRB人事への政治的関与が強まり政策の信認が揺ら

ぐリスクにも留意します。通商政策の動向や新たな関税措置が実体経済に与える影響、政策不

確実性の高まりに注視しつつ、分散投資とリスク管理を徹底します。期待する増益率が未達と

なる場合やバリュエーションが過度に上昇する局面では、投資比率を機動的に調整し、ファン

ダメンタルズ（経済の基礎的条件）との整合性を重視した運用を行ないます。 
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●債券 

分散と利回りの安定的な獲得を重視した、債券に対してやや積極的な現行の投資姿勢を概ね

維持する方針です。米国など主要先進国の国債に加え、比較的利回り水準の高い債券への配分

を継続し、当作成期間に組み入れた新興国債やスペイン、イタリアなど南欧国債についても、

ファンダメンタルズとバリュエーションを点検しながら選別的に投資を継続します。一方、日

本は金融引き締め局面にあるため、金利上昇（価格下落）リスクを勘案し、デュレーションは

抑制的な水準に管理します。 

もっとも、景気が想定以上に強含む局面では、利下げ期待の後退や金利の上振れを通じて債

券価格の変動が大きくなる可能性に留意が必要です。具体的には、米国で低調だった住宅投資

の再加速、生成AI以外の設備投資の波及・拡大、減税効果の浸透による低・中所得者層の消費

拡大が生じた場合などは、金利上昇圧力が強まり得ると考えます。加えて、欧州で利上げが再

開されるシナリオにも注意を払います。これらのリスクが高まると判断する局面では、債券の

投資比率やデュレーションを機動的に短期化するなど、金利上昇に対する耐性の高いポート

フォリオに変化させる方針です。 

 

●為替 

当ファンドは、為替変動リスクを抑制するため、為替ヘッジ後の円貨比率を100％程度とす

ることを基本方針としています。しかし、今後の為替運用方針としては、海外との金利差の獲

得を念頭に、基本的には外貨比率をプラスとする方針です。ただし、円安水準には注意を払い

ます。過度な円安は輸入物価の上昇を通じてインフレ圧力となる可能性があるため、慎重に見

極めて判断します。足もとでは多くの通貨に対して円安が進行しているため、2024年に実施さ

れた米ドル売り・円買いのような為替介入を警戒します。為替介入リスクや過度な円安が緩和

したと判断する局面では、外貨比率を段階的に引き上げ、金利差の享受を目指します。その際

には、資源価格や景気循環への感応度が高く、相対的に金利差が魅力的と考えられる通貨（豪

ドル、カナダ・ドル、メキシコ・ペソなど）を選好します。一方、ボラティリティ（価格変動

性）の上昇や円安が行き過ぎと評価される場合には、ヘッジ比率の引き上げや外貨比率の抑制

を通じてリスクを管理します。 

 

●オルタナティブ 

現在の抑制的な投資姿勢を維持する方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年１月22日～2026年１月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 99  1.023  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 53)  (0.550)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 43)  (0.440)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.051   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.011)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  4)  (0.040)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.024   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.020)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 106   1.098    

期中の平均基準価額は、9,712円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年１月22日～2026年１月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 2,349 3,600 587 900 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月22日～2026年１月21日) 

 

＜野村DC世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 993 － － 1,367 10 0.7 

株式先物取引 14,722 1,273 8.6 15,465 1,377 8.9 
債券先物取引 17,303 837 4.8 16,877 415 2.5 

平均保有割合 0.2%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 5千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.129千円 

（B）／（A） 2.4％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2025年１月22日～2026年１月21日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2026年１月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 6,084 7,846 12,764 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2026年１月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 12,764 98.6 

コール・ローン等、その他 181 1.4 

投資信託財産総額 12,945 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,867,332千円）の投資信託財産総額

（3,694,093千円）に対する比率は77.6％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝158.25円、１カナダドル＝114.37

円、１英ポンド＝212.66円、１スイスフラン＝200.22円、１スウェーデンクローナ＝17.34円、１ノルウェークローネ＝15.84円、１ユーロ＝

185.42円、１ズロチ＝43.907円、１香港ドル＝20.29円、１シンガポールドル＝123.23円、１豪ドル＝106.52円、１メキシコペソ＝8.994円。

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,945,628   

 コール・ローン等 181,089   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 12,764,536   

 未収利息 3   

(B) 負債 66,855   

 未払収益分配金 6,233   

 未払信託報酬 60,444   

 その他未払費用 178   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,878,773   

 元本 12,466,454   

 次期繰越損益金 412,319   

(D) 受益権総口数 12,466,454口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,331円 
 

（注）期首元本額は9,556,185円、期中追加設定元本額は3,538,475円、

期中一部解約元本額は628,206円、１口当たり純資産額は1.0331

円です。 
 

○損益の状況 (2025年１月22日～2026年１月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 347   

 受取利息 347   

(B) 有価証券売買損益 1,195,138   

 売買益 1,220,806   

 売買損 △   25,668   

(C) 信託報酬等 △  108,263   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,087,222   

(E) 前期繰越損益金 392,087   

(F) 追加信託差損益金 △1,060,757   

 (配当等相当額) (    340,748)  

 (売買損益相当額) (△1,401,505)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 418,552   

(H) 収益分配金 △    6,233   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 412,319   

 追加信託差損益金 △1,060,757   

 (配当等相当額) (    345,847)  

 (売買損益相当額) (△1,406,604)  

 分配準備積立金 1,473,076   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2025年１月22日～2026年１月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2025年１月22日～ 
2026年１月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 178,463円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 908,759円 

c. 信託約款に定める収益調整金 345,847円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 392,087円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,825,156円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,464円 

g. 分配金 6,233円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

  



品 名：90001_400079_004_02_野村 DC 世界分散投資戦略ファンド_1091377.docx 

日 時：2026/2/18 13:57:00 

ページ：16 

 

－ 16 － 

野村DC世界分散投資戦略ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
 
 

○お知らせ 

「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正に伴い、運用報告書の電子交付に関する

条文を変更する所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年４月１日＞ 
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